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解答⼜は解答例及び出題意図  

（試験問題⾃体を公開しない場合はその理由を示すこと） 

【出題意図】 

博士後期課程大学院生として、自身の研究において、責任を持って英語文献を分析・活用で

きるか確認するため、日本文化専攻の受験生に対して、日本の文芸に関する海外のレビュー

記事を取り上げ、段落ごとに要点をまとめるかたちで、英文の読解力、要約力、翻訳表現力

を問うことを意図した。 

 

【解答例】 

１．作家Rie Qudanは、今後の小説の執筆においてもAIの有効的な活用を継続し、自身の創

造性を最大限に発揮していきたいと述べている。 

 

２．AIを部分的に使用していても作品としての完成度が非常に高く、人間の創作と遜色ない

ことを示唆している。 

（別の解答例） 

AIの介入を含めた新しい創作手法をも文学的表現として受け入れうるという、選考委員

の審美的寛容さや時代への柔軟な姿勢を暗示している。 

または 

AIの関与が一部にとどまるとはいえ、その影響に気づかないほど自然に融合しているこ

とを示しており、人間とAIの創作の境界が曖昧になりつつある現状への暗黙の指摘とも読め

る。 

 

３．“The Tokyo Tower of Sympathy”は、犯罪者の更生を目的とした快適な高層刑務所を設

計する建築家の葛藤を中心に描かれ、AIをテーマとしている。 

 

４．より人間らしい応答を生成するためにシステムが学習する過程で、同社が著作権のある

作品を使用したこと。 

 

５．大規模言語モデルの学習に著作物を使用する際には著者の同意を得ること、そして、著

者に公正な補償をおこなうこと。 

 

６．選考委員会はQudanによるAIの使用を問題視しておらず、受賞作が生成AIで書かれたと

いう話は誤解されているようで、生成AIが物語のなかで言及されているだけであり、将来的



にはそのような使用法には問題が生じるかもしれないが、“The Tokyo Tower of Sympathy”

には当てはまらない。 

 

７．QudanのAI活用に創造性を見いだし、彼女の作品にさらに興味を持つ人々がいる一方

で、AIを使わず執筆した他の作家に対して失礼だと批判する意見も見られた。 

 

 

 




